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はじめに 

 

●２次電池は、来たるべき分散化電源社会のキイーパーツであり、当面は、リチウムイ

オン２次電池がその役割を担うことになるでしょう。 

今回の調査は、最新のリチウムイオン２次電池の製造プロセスの実態を「セル・正極

材料・負極材料・電解液/電解質・セパレータ」に分けて調査分析し、全体像を明ら

かにすることを主眼として実施いたしました。 

 

●製造プロセスにおいては、「各プロセスのポイント/課題」「主要装置の概要」「プロセ

スの環境」「参入メーカ」「各主要装置の基本スペック･価格」などの実態を明らかに

しました。 

又、ベースデータでは、「セル・正極材料・負極材料・電解液/電解質・セパレータ」

別に「ベース原料動向」「生産能力」「各社部門別所在地(TEL)」「ベース原料メーカ・

輸入商社」などを明らかにいたしました。 

さらに、PEV/HV 市場における需要予測では、「主要材料別需要量」「主要材料別新規

プラント需要」について 2015 年(5 年先)までの予測を行いました。 

巻末には、２次電池の製造プロセス関連の特許一覧を付記しております。 

 

 ●リチウムイオン２次電池の材料開発は日進月歩であり、製造プロセスもそれに伴い、

装置の改良や新たな装置開発が求められています。 

  エネルギー密度の向上に伴い、材料はナノ化する方向にあり、従来の装置では対応が

難しい状況も発生してきている部分もあり、装置の技術革新も今後必要でしょう。 

 

 ●リチウムイオン２次電池メーカ、関連材料メーカは参入メーカも多く、競争は激化し

てきております。当調査資料は「セルメーカ」「材料メーカ」「装置メーカ」「研究機

関」などの方々に有益なる情報としてお役に立てれば幸いです。 

 

 ●当該調査は、各方面からのヒアリング調査をベースに実施したものであり、今後とも

当該製造プロセスの実態をより明確にしていきたいと考えておりまして、チャレンジ

精神で望んでいこうと思います。 

 

 

最後に、当資料作成にあたって快く取材に応じて下さった、各企業・研究機関・諸団体の皆

様に末筆ながらお礼申し上げます。 

                          

 

株式会社 グリーンビジネス研究所 
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【総論】 

  

●今回、Li イオン２次電池の製造プロセス(セル,正極材料,負極材料,電解質/電解液,セパレータ)の実

態を、EV･HV 用途を主体に明らかにすることを目的として調査を実施した。 

 又、各部材の材料動向/市場動向調査、EV･HV 用途における今後の需要予測調査も併せて行った。 

 

●Li イオン２次電池の各部材の製造方法は今回の調査で以下のように分類された。 

区分 工程・製造方法 対象 

積層式 ラミネート型セル セル 組立工程 

捲回式 缶型(角型，円筒型)セル 

乾式 コバルト酸リチウム系,マンガンスピネル系 固相焼成法 

湿式 ニッケル酸リチウム系,リン酸鉄リチウム系 

正極材料 

液相合成法 

(水熱合成法) 

湿式 リン酸鉄リチウム,リン酸マンガンリチウム 

黒鉛結晶化工程 黒鉛化炉式 人造黒鉛 

天然黒鉛 炭化焼成工程 非黒鉛化炉式 

攪拌・ろ過工程 湿式 

ハードカーボン(難黒鉛化性炭素) 

湿式 

負極材料 

混合工程 

乾式 

チタン酸リチウム 

乾式合成法 

湿式合成法 

ポレオレフィン系(単層品) セパレータ 

抄紙機法 セルロース系 

 
●PEV･HV 用途における、「主要材料別需要量」「主要材料別新規プラント需要」の 2015(5 年先)予測は以
下の 

 用になった。 
2015年予測 算出条件 
主要材料別新規プラント需要 

         年 
 
摘要 

主要材料別需要量 
件 億円 

セル製造 ― 10 950 
正極材料(t/年) 136640 4 168 
負極材料(t/年) 58688 8 200 
電解液(t/年) 71590 2 50 

(ｔ/年)  10304 セパレータ 
(万㎡/年) 80640 

7 266 

(ｔ/年) 15680 集電体 
(正極) (万㎡/年) 40320 

― ― 

(ｔ/年)  35033 集電体 
(負極) (万㎡/年) 40320 

― ― 

総電力量(万kwh/年) 4480 
ＰＥＶ 2800  
ＨＶ 1680 

― ― 

〈主要材料需要予測〉 
・ｾﾊ゚ ﾚー ﾀの面積：25μ厚/PE微多孔膜   
・集電体(正極)の面積：39.1g/㎡ 
・集電体(負極)の面積：87.4g/㎡ 
 
〈主要プラント需要予測〉 
・セル製造設備：1ﾌ゚ ﾗﾝﾄ＝120万kwh/年  
・正極材料設備：1ﾌ゚ ﾗﾝﾄ＝4000ｔ/年 
・極材料設備：1ﾌ゚ ﾗﾝﾄ＝2000ｔ/年 
・電解液製造設備：1ﾌ゚ ﾗﾝﾄ＝10000ｔ/年 
・ｾﾊ゚ ﾚー ﾀ製造設備：1ﾌ゚ ﾗﾝﾄ＝3000万㎡/ 
・プラントコストは新規物件とした 

 

●Li イオン２次電池は、材料開発の進展に伴い、製造方法の変化や、装置の改良など今後も不可欠であ

る。 

  又、PEV/PHV における電池コストの低減は至上命題であり、設備コストも低減を迫られることのなろ

う。 
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１．製造プロセス全体フロー 
 １）セル 

正極  負極 
           ↓                           ↓ 

混合・調合 ・攪拌･混練装置 
・分散機 

 混合・調合 ･分散･攪拌装置 

           ↓                           ↓ 
塗布・乾燥 ･ダイコータ 等 

･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 
･真空乾燥炉 
･NMP回収装置 

 塗布・乾燥 ･ダイコータ 等 
･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 
･真空乾燥炉 
･NMP回収装置 

           ↓                           ↓ 
  プレスロール ･プレスロール機  プレスロール ･プレスロール機 

           ↓                           ↓ 
スリット化 ･スリッター装置  スリット化 ･スリッター装置 

           ↓                           ↓ 
正極完成  負極完成 

                               
    ＜積層式リチウム電池の場合＞              ＜捲回式リチウム電池の場合＞ 

シートカッティング ･シートカッター  電極コイル捲回/ 
セパレータ装着 

･電極捲回機 

           ↓                           ↓ 
電極積層化/ 

セパレータ装着 
･電極積層機  タブ溶接/溶着 ･超音波溶接機 

･YAGﾚー ｻ゙ 加工機 
･ﾌｧｲﾊ゙ ﾚーー ｻ゙ 加工機 

           ↓                           ↓ 
タブ溶接/溶着 ･超音波溶接機 

･YAGﾚー ｻ゙ 加工機 
･ﾌｧｲﾊ゙ ﾚーー ｻ゙ 加工機 

 *電解液注液 ･電解液注液機 
･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 

           ↓                           ↓ 
外包材成型/シール ･包材成型機 

･三方シール装置 
 缶封止 ･YAGﾚー ｻ゙ 加工機 

･ﾃ゙ ｨｽｸﾚー ｻ゙ 加工機 
･ﾌｧｲﾊ゙ ﾚーー ｻ゙ 加工機 
･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 

           ↓                           ↓ 
電解液注液 ･電解液注入機 

･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 
 *電解液注液 ･電解液注液機 

･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 
           ↓                           ↓ 

予備充電 
(不純物の除去が目的：不純物をガ

ス化する) 

･充放電装置 
･直流電源装置 

 *最終シーリング 
(注入孔の封止) 

･YAGﾚー ｻ゙ 加工機 
･ﾃ゙ ｨｽｸﾚー ｻ゙ 加工機 
･ﾌｧｲﾊ゙ ﾚーー ｻ゙ 加工機 
･ﾄ゙ ﾗｲﾙー ﾑ(除湿ｼｽﾃﾑ) 

           ↓                           ↓ 
ガス抜き＆最終シーリン
グ 

･真空シーラー 

                                ↓ 
 

充放電検査 ･充放電検査装置 
↓ 

エージング ･エージング装置 
↓ 

セル完成 
 
 
※）巻線式リチウム電池の場合、電解液の注液工程は、缶封止前に行う場合と、缶封止後、缶の注入孔から電解液を、注入する

場合がある。 従って、電解液注液を缶封止の前に行う場合は、最終シーリングの工程は不要となる。 

 
 
 
 
 
 

電
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③真空乾燥炉 

参入メーカ 所在地 TEL 製品名 

㈱ノリタケカンパニ

ーリミテド 

名古屋市西区則武新町

3-1-36 

052-561-9878 CLB-DP 真空乾燥炉 

㈱芦田製作所 大阪府門真市四宮

5-3-16 

072-884-8181 真空乾燥炉 

 

 [装置の基本スペック/特長] 

  基本スペック 

装置名 

方式 処理速度/処理量 価格 備考 

真空乾燥炉 バッチ式 4～5 時間/1 バッチ 量産用：2000～3000 万円 真空ポンプ付

 

④NMP 回収装置 

参入メーカ 所在地 TEL 製品名 

㈱大気社 東京都新宿区西新宿

2-6-1 新宿住友ﾋﾞﾙ 

03-3343-1851 リチウムイオン電池製造工場向け

回収システム(活性炭方式) 

東邦化工建設㈱ 静岡県駿東郡長泉町上

土狩 234 

055-987-1087 ソルベントリカ･ロータリーエース

(ゼオライト方式) 

パナソニック環境エ

ンジニアリング㈱ 

大阪府吹田市垂水町

3-28-33 

06-6338-1831 (ゼオライト方式) 

日本リファイン㈱ 東京都千代田区丸の内

2-2-1 岸本ﾋﾞﾙ 

03-3201-3333 エコトラップ(吸収方式) 

※)同社では、回収した NMP を、同社

プラントで精製し再生品として

している(再生 NMP:200 円/kg)。

２．各、製造プロセス(環境制御含む)の動向 

１）電極製造プロセス 

(1)混合・調合 

正極 ・正極材料のスラリー化/攪拌。 

・溶剤(NMP:Ｎメチルピロリドン)を使って導電助剤(アセチレンブラック

体)と、活物質を混合し、攪拌し高粘度の溶液にする。 

・一般的にはメディア(玉石)は使用しない。 

・混練時間は、「2～5時間/1 ﾊﾞｯﾁ」と正極材料の種類などによって変わる

 →粒度が小さくなるほど、混練時間は長くなる傾向にある。 

プロセスの概要 

負極 ・負極材料のスラリー化/攪拌。 

・バインダーが*PVDF の場合、溶剤は NMP を使用。 

・バインダーがゴム系の場合、溶媒は水を使用。 

※)ポリアクリル酸を使用するケースもある。 

・混練時間は、「1～10 時間/1 ﾊﾞｯﾁ」 

・一般的にはメディア(ｼﾞﾙｺﾆｱ製)を使用する。 

当該プロセスの

ポイント/課題 

正極 ・導電助剤(正極)の分散化(≒生産性の向上)。 

 →粒子を均一に混ぜること。 

 →粒度が小さい材料は、混合に時間がかかるため、今後更なる細粒化が

ことが予想されるため、混合の時間の高速化が望まれている。 

 →負極材料は、ナノ粒子化する方向にあり、分散精度の向上が更に望まれて

いる。 

 →負極材料は、水系に移行してきており、溶剤系より分散は難しい。 

・連続処理の方向にある。 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．正極材料種類別・ベース原料/純度/粒径    ※）◎印：メインで使用されているベース原料 

正極材料種類 摘要 
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純度 

（％） 

粒径 

（μｍ） 

備考

炭酸リチウム ● ◎ ● ● ●  99.5 2～16 粉砕品Li 原料 

水酸化リチウム(一水塩)  ●    ● 56.5 結晶水 純度:

酸化コバルト ● ●    ▲ 70～72 10 前後 純度:Co

水酸化コバルト ● ●    ▲ 60～63 10 純度:Co

コバルトメタル ◎ ◎    ▲ 99.95 (*板状/粒状) 

Co 原料 

硫酸コバルト  ◎    ▲ 98.0 結晶 

電解金属マンガン  ◎     99.7～99.9 (*ﾌﾚｰｸ状) 板に Mn

硫酸マンガン  ●     99.9 100～150 水溶性

Mn 原料 

電解二酸化マンガン   ●    91～92 10 

酸化鉄    ● ●  99.9 0.08～0.1 Fe/P 

原料 リン酸     ●  75～85 (*液体) 

硫酸ニッケル  ◎    ◎ 22 不定(結晶) 純度

水酸化ニッケル  ◎    ◎ 60～63 10～20 純度

Ni 原料 

オキシ水酸化ニッケル  ●    ● 60～63 10～20 純度

焼成法 3
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２次粒子 焼成法 5
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◆弊社の概要◆ 
 

１．商      号 ： 株式会社グリーンビジネス研究所 

 

２．業 務 内 容： （１）各種調査研究 

（２）各種市場調査 

            （３）出版業 

            （４）各種コンサルティング及び企画提案業務 

            （５）カウンセリング業務 

            （６）教育業務 

            （７）インターネット放送事業 

            （８）上記各号に付帯する一切の業務 

 

３．所  在  地 ： 〒４５６－００３２ 名古屋市熱田区三本松町１４番２号 

            ＴＥＬ：０５２－８８０－７７７８（代表）   ＦＡＸ：０５２－８８２－６５７０ 

            Ｅ-mail：info@greenresearch.co.jp 

            http://www.greenresearch.co.jp/ 

   

４．代 表 者 ： 代表取締役社長 森田 潤三 

 

５．設立年月日 ： ２００９年７月８日   
※㈱トータルビジョン研究所の調査研究部門を事業継承いたしました。 

    

６．経 営 方 針： 環境＆エネルギー分野に軸足を置き、市場と技術をつなぐマーケティングリサーチ＆ 

コンサルティング活動を基本と致しております。 

特に、未来志向を重視し、マーケティング的な視点で『最新未来技術、将来有望な技術を探索

し市場に提案していく』『最新の市場情報とユーザニーズを、技術開発者・マーケティング担当

者に迅速に提供していく』ことを理念として掲げております。 

 

【主な調査領域】 

１．エネルギー分野  

 ●ＥＶ/ＨＶ ●高性能２次電池/蓄電デバイス ●自然エネルギー ●省エネルギー化 

●太陽光/太陽熱利用 ●分散/独立電源 ●新エネルギー ●マイクロエネルギー/デバイス 

●新燃料 ●遠隔監視 

 

２．廃棄物処理/リサイクル 

●廃棄・未利用バイオマスの有効利用/付加価値製品化   

 ●レアメタル/レアアース ●マイクロ･ナノバブル ●水リサイクル/造水 

 

３．農/漁業・バイオ分野 

 ●植物工場 ●次世代養殖 ●自動化/省人化/ハイテク化/遠隔制御 ●屋上･壁面緑化 

    ●遺伝子 

 

◎緊密なコミュニケーションによるクライアントニーズへのきめ細かい対応 

◎世界潮流の分析をベースとしたターゲット市場の正確な情報収集と解析 

◎クライアントと共に新たな市場の創造を目指す 

 

 
グリーンビジネス研究所は、環境＆エネルギー専門マーケティング調査機関です。

最新未来技術を探索し、新たな市場の創造を目指します。 

mailto:info@greenresearch.co.jp
http://www.greenresearch.co.jp/


  

◆調査研究実績◆ 
 
１．これまでに手がけた主な調査研究テーマ 
 

エネルギー ・Li イオン２次電池の製造システム 
・PEV における Li イオン２次電池 
・HV における熱回収システム 
・燃料電池車向け電解質・スタック･周辺装置 
・太陽電池/モジュール製造プロセス 
・熱電変換素子の利用 
・蓄熱発電システムの市場性 
・ＰＥＦＣの一般家庭市場普及の方向性 
・電動車両の普及状況・利用実態 
・バイオエタノール/ETBE 
・低エネルギー電子ビーム発生装置 
・温浴施設と熱エネルギー 
・光触媒／装置ユニット 
・未利用エネルギー 
・高効率モータの導入実態 
・メタンハイドレートの研究開発 
・バイオマス由来の液体燃料化技術/装置 
・リモートメンテナンス/遠隔監視・遠隔操作システム 

廃棄物処理/リサイクル ・レアメタル/レアアースのリサイクル/研究開発動向 
・ジスプロシウムの今後の需要予測 
・バイオマスのカスケード利用の実態と研究開発動向 
・NOｘ/VOC 処理の市場動向/技術動向 
・高機能エア機器 
・環境浄化プラズマ応用機器 
・マイクロ・ナノバブル 
・渇水商品の実態 
・生ごみ処理の実態とバイオガスの発電ニーズ 
・廃木材の有効活用の実態及びバイオマスによるエネルギー回収システム 
・水道事業における維持管理業者の事業戦略 
・下水処理施設における小規模水力発電装置 
・排水中のコバルト･マンガン回収技術/原料リサイクル技術 
・下水汚泥中のリン／リン化合物の有効活用 
・水領域における有害物質の吸・脱着材料 
・廃水中のヒ素除去市場 
・排水中のフッ素・ホウ素除去技術 
・水銀汚染の環境規制の浄化技術 
・脱塩素系技術 
・海水淡水化新技術 
・医療系廃棄物関連市場の現状と将来予測 
・消臭装置 
・アンモニア吸収式冷凍機の導入の可能性/市場性 
・愛知万博の環境インフラ整備 
・中･大規模博覧会に於ける汚水処理インフラの後利用 

農/漁業・バイオ分野 ・植物工場の市場実態と今後の方向性/市場性 
・完全循環型陸上養殖システムの市場実態と今後の方向性/市場性 
・CO2 対策としての屋上緑化/壁面緑化資材 
・農業分野に於ける電化・機械化 
・漁業分野に於ける電化・機械化 
・高度情報化農村調査構想策定事業  
・きのこ市場の実態 
・洋ラン/デンファレ市場の実態 
・DNA チップ 
・遺伝子解析/分析/診断･検査装置 

 
※）個別受託調査も実施しておりますので、お気軽にご連絡ください。 



  

 
２．自主調査研究レポート一覧 
 

発 刊 資 料 名 調   査   概   要 頒 価（税別） 
環境／ｴﾈﾙｷﾞｰ関連
分野における国家戦
略動向調査 

環境／ｴﾈﾙｷﾞｰ分野における、2009年度の各省庁の新施策・新法令・新ｶﾞ
ｲﾄﾞﾗｲﾝ・新（改正）税制等の内容／狙い／国内産業への波及効果に関す
る調査分析レポート 

100,000 円 

マイクロ・ナノバブル
調査総覧 

マイクロ・ナノバブル市場における関連メーカ動向(部品メーカ,発生装置メ
ーカ,応用装置メーカ)，ユーザ動向(マイクロ・ナノバブル採用ユーザ,潜在
ユーザ),研究開発動向／特許動向に関する調査・分析データ 

100,000 円 

レアメタルリサイクル
市場の現状と今後の
方向性 

ﾚｱﾒﾀﾙ 30 品目の需要動向，ﾘｻｲｸﾙ動向を明らかにし、ﾚｱﾒﾀﾙの希少性／
需要量／輸入価格／環境要因の側面から今後のﾘｻｲｸﾙに関する調査･
分析データ 

95,000 円 

ﾏｲｸﾛ・ﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙ応用商
品実用化動向／用途
別潜在ﾆｰｽﾞ／研究開
発動向実態調査 

ﾏｲｸﾛ・ﾅﾉﾊﾞﾌﾞﾙの物理化学特性を利用した応用商品の実用化動向，用途
別潜在ニーズ及び公的研究機関・大学の研究開発動向の調査・分析デー
タ 

100,000 円 

排水中のフッ素・ホウ
素の除去技術／市場
動向に関する最新資
料 

排水中のフッ素・ホウ素の処理実態，実用化動向，公的機関等の研究開
発動向，除去材料／除去装置市場の実態に関する調査・分析データ 

500,000 円 

廃棄物処理における
破砕機･粉砕機市場
実態調査 

廃棄物処理･リサイクル分野における破砕機／粉砕機メーカ（輸入商社も
含む）142 社の商品概要、メーカ事例研究調査、市場構造、潜在需要関連
データ 

95,000 円 

Web 対応型遠隔監視･
制御ｼｽﾃﾑ市場実態
調査 

Web 及びパケット通信対応型を主眼に遠隔監視･制御システムの用途別
市場実態と市場予測の調査･分析データ 

100,000 円 

ＰＶ住宅に於けるエネ
ルギーベストミックス
に関する調査 

太陽光発電住宅のエネルギーベストミックスを、小型燃料電池，ＧＨＰ，太
陽熱利用，マイクロガスタービン及びオール電化住宅を軸とした調査・分
析データ 

500,000 円 

ＣＯ2 分離・固定化・貯
蔵・再利用の現状と今
後の展望 

ＣＯ2 の分離／固定化／貯蔵／再利用の技術動向、マーケット動向の現
状と今後の方向性に関する調査・分析データ 

500,000 円 

環境分野におけるプ
ラズマ応用機器の現
状と今後の方向性 

環境分野におけるプラズマ応用機器の現状の研究状況、開発状況、商品
化状況を、「ＮＯｘ，ＳＯｘ，ＶＯＣ，ダイオキシン，フロン，悪臭，空中浮遊菌
／落下菌の分解・除去」の各領域での競合処理方法との比較分析を通し
て調査・分析した 

600,000 円 

渇水／緊急対策『水』
関連機器・ｼｽﾃﾑﾏｰｹ
ﾃｨﾝｸﾞ総覧 

非常用浄水装置／携帯型浄水器、海水淡水化装置、非常用貯水タンク・
容器、下水処理水再利用システム、雨水浸透桝、透水性舗装材料等１０ア
イテムの市場分析及びユーザーの渇水・節水／非常時の水対策の実態
についての調査・分析データ 

100,000 円 

環境監査制度の実態
と今後の対策 

環境ＩＳＯの規格制定を控え、各業界の環境監査先進企業２０社及び関連
１０団体に於ける環境監査体制の実態と今後の方向性、考え方について
徹底調査・分析を行う 

97,000 円 

 

《２０１０/２０１１年版》 
 Ｌｉイオン２次電池製造プロセスの実態と関連市場動向調査 

株式会社グリーンビジネス研究所 

〒456-0032  名古屋市熱田区三本松町１４－２ 

   ＴＥＬ：０５２－８８０－７７７８  ＦＡＸ：０５２－８８２－６５７０ 
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